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EXFORファイル送信作業(1)-(8)

EXFORファイルは、まずprelim版として送信され各センターからのコメントを反映させたものを最終版として改めて送信する。
(1) eXXXX.txtファイルのコピー

送信ファイルは、過去に送信したファイルに修正を施したENTRYと新規に送信するファイルのENTRYで構成される。まず、これらのファイルを送信ディレクトリへとコピーし、諸々の作業をすることになる。具体的なコマンドでは、

cp  /home/webmaster/hendel/eXXXX/eXXXX.txt  /home/nrdc/trans/eXXX

となる(ただし、XXXX,XXXには適宜数字を代入)。これによって、EXFORファイルをHENDELエディタの出力ディレクトリから、fox242サーバにある作業ディレクトリにコピーすることができる。HENDELに未登録のENTRYは/home/webmaster/master/exfor/以下のMASTERファイルにある当該ENTRYファイルを/home/nrdc/trans/eXXXへコピーして修正する。 

採録したEXFORの送信ファイルのPreliminary版(以下prelimファイルと呼ぶ)を作成し、IAEAへと送付しなければならない。以下の(2)-(5)がそのために必要な作業になる。(6)は各機関へのアナウンスの方法を示す。

(2) fox242:nrdc/trans/eXXXXでの作業

送信ファイルはcat e*.txt > prelim.eXXXで各ENTRYをprelimファイルに、まとめ上げる。ただし、これだけでは不十分で、下記に注意すること。（これらを行わなければtoolコマンドが途中で止まってしまうこともある。これはprelim版と最終版のtransファイルに共通の注意点である。）

(1) TRANS欄には”E055”などの送信番号を記入すること。

(2) 修正ENTRYのHISTORY欄に修正履歴を記述する。HENDEL上には、HISTORYの記述欄が各サブエントリーにあるので、利用すること。ここに、修正者のイニシャルも記述のこと。

(3) 修正ENTRYを含んでいる場合は、前回送信時に対する変更部分にフラグI(挿入), C（変更）などを付けなければならない。この作業は、http://www.jcprg.org/exfor/tool で修正ファイルを参照しsubmitボタンを押した後に現れるいくつかのリンクのうち、outputをクリックすることにより自動的に施される。ただしoutputを生成するプログラムにバグがあるために、最終的には各自で出力が正しいかチェックしなければならない。具体的には”？”と出力されたフラグを正しいフラグに置き換える。

(3)送信者のためのCHEXの補足事項

コンパイル時あるいはチェックの段階で、HENDEL上にあるコマンドCHEXによって、EXFORの文法エラーチェックを行う必要がある。IAEAへのファイル送信段階になって無用な作業を行わなくて済むように、CHEXのエラーはコンパイル・チェックの担当者が解決しておくべきである。やむを得ないエラーメッセージもあり、以下のような例があげられる。

(4) 新規コードを含んでいるためCHEXがそのコードを認識できないケース。この場合では、コードの種類（例えば、新規ヘディング、新規単位）によってはCHEXに致命的エラーが生じ、CHEXプログラムが途中でストップしてしまう可能性がある。CHEX出力の末尾にエントリー数の合計などの統計が出力されない場合がこれに該当する。そこで、CHEXをかける段階では新規コード部分を旧コードで代替し、送信時に新規コードに戻す必要がる。

(5) EXTINCTコードのケース。古いEXFORファイルなどの場合、現存しない機関名はWARNINGメッセージが出る。これをエラーとはみなさなくて良い。

(6) Non Specific ~ と書かれるケース。チェックが飛ばされたということなので、特に問題はない。

(4) fox242:trdc/trans/eXXXX/での送信ファイル作成作業

catコマンドによりまとめられたprelim.eXXXファイルに対しても、エラーがないかを最終的に確認するためCHEXコマンドをかけることになる。この場合は、サイトjcprg.org/exfor/tool/におけるコマンドCHEXをかけるとよい。ここで、送信ファイルのENTRYがchexを通過するたびに、logファイルに出力があるので、それが再び許容可能な範囲のエラーなのかを確認する。(2)の(エ)のように、フラグ付きファイルはtoolでのoutputコマンドで作成される。ここで、この出力ファイル名はtrans-XXXa.txtとなるが、これをprelim.eXXXとリネームする。

(5) ndsへの送信作業

コマンドsftpを用いて、IAEAの共有ディレクトリにファイルprelim.eXXXを置くことになる。例えば、送信ディレクトリfox242:nrdc/trans/eXXX/　から、

>sftp ndsx4@161.5.7.60: （パスワードは前回送信者に聞く。）

>cd trans/prelim

>put prelim.eXXX

>exit 

(6)アナウンス・CPメモの配布

続いて、 trans@jcprg.org宛てにIAEAへのPRELIM版の送信作業が行われたことを連絡する。これでtrans@jcprg.orgに登録されている、各関係機関に報告される。ここでタイトルはPRELIM.E055などとする。さらにEXFORに新規コードがあれば、CPメモファイルCP-EYYY.docファイルを添付し(ここでYYYはメモファイルの送信番号)、メールアドレス　cp-memo@jcprg.org (titleを例えば、Memo CP-E/135: Addition to Dictionary 24 (Data Headings) and 236 (Quantities)　などとする)に送信することになる。過去のCPメモファイルはIAEAのサイトhttp://www-nds.iaea.org/nrdc/memo_cpe/ にまとめられているので、その形式を参照すると良い。CPメモファイルを作成するためにはEXFORの辞書も参照することが多い。そのためにはIAEAのサイトにある、最近報告がなされたCPメモファイルを、http://nds121.iaea.org/ndsx4/trans/dicts/archive XXXX/から見ると良い。PRELIM版の送信の最後に、fox242:nrdc/trans/trans-exfor.txtに履歴を残す必要がある。

(7) 各データセンターから修正案の指摘があるとき、またはprelimファイルの問題点が見つかった場合はHENDEL上で修正する。もちろん、HENDELエディタにファイルがない場合は手動で修正しなければならない。こうして、元のprelimファイルに反映されるべき、EXFORの各ENTRYの変更点を施した、最終的なファイルを作成し、これらを再び、trans.eXXXとしてまとめ上げて送信する。各ENTRYをまとめ上げたファイルは、prelimファイルでの作業(2)の (ア~エ)形式に再び沿っている必要がある。最終版のファイルのときは、これに「全てのENTRY、SUBENTRY、TRANS欄の日付を送信日に揃えて記入する」という作業が加わる。最終版のファイルでは、toolにおけるoutputのフラグ付きの出力をtrans.eXXXにリネームする。最終版の場合は、sftpでファイルtrans.eXXXを置くディレクトリは以下のように、ndsx4@161.5.7.60:trans/以下で良い。

>sftp ndsx4@161.5.7.60: （パスワードは前回送信者に聞く。）

>cd trans/

>put trans.eXXX

>exit 

(8) 最終版送信のアナウンス

trans@jcprg.orgとjcprg-sc@jcprg.org (jcprg-scの方をtransに対するCC:としてもよい)宛てに、上述のように、最終版をIAEAへと送信した旨を報告する。ここでタイトルはFinal TRANS.E054などとする。最後に最終版の送信履歴を、fox242:nrdc/trans/trans-exfor.txtに記録する。

(ファイルの流れ)





詳細(7)に従い、HENDEL上、あるいはfox242:nrdc/trans/　eXXX/上（手作業となる）での修正版を作成する。


toolでchex, outputコマンド適用する点はprelimと同様である。outputで作成されるファイルはtrans.eXXXとする。





ndsx@161.5.7.60:/trans/prelim/





fox242:nrdc/trans/eXXX





詳細(5)に従い、フラグ付きファイルprelim.eXXXを送信し、詳細(6)に従い、アナウンスとCPメモの配布を行う。





詳細(7)により、フラグ付き最終版ファイルの送信 を行う。最後に詳細(8)によりアナウンスを行う。





ndsx4@161.5.7.60:/trans/





北大核データセンター(JCPRG) サーバーfox242


以下fox242=fox242.hucc.hokudai.ac.jpの意味味.hucc.hokudai.ac.jp:





fox242:webmaster/hendel/eXXXX/





詳細(2)によりファイルをまとめ上げ、prelim.eXXXを作成。ここで、詳細(3)のCHEXの注意点に留意し詳細(4)の作業により、エラーがないかの最終確認を行う。出力outputで出来るファイルはprelim.eXXXとする。





fox242:nrdc/trans/eXXX/





新規または修正ENTRY分の


eXXXX.txtファイルのコピー


各作業の詳細(1)を参照








ndsx4@161.5.7.60:/trans/prelim/





各データセンターからの修正案の提示





IAEA





IAEA

















修正点の有無を確認








各データセンター

















